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研究成果の概要（和文）：この研究は、20世紀のカリブ海のフランス領マルティニックとグアドループで、どの
ような文芸誌がこれまでに出版されてきたのかを調査し、なかでも、どの文芸誌が重要であったのかを研究する
ことを目的とした。本研究期間、マルティニック島への現地調査、フランスにおける資料収集を実施した。主な
研究成果としては、1970年代の雑誌『アコマ』をめぐる日本語の論文、同雑誌について国際学会で発表をおこな
った。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to research the literary magazines that have been published
 in Martinique and Guadeloupe, two French Caribbean territories, throughout the 20th century and 
detect those that are of importance. The research involved an on-the-spot investigation at 
Martinique, gathering material sources in France. The main findings were a Japanese article on 
ACOMA, a literary magazine in the 1970s, and a presentation on the subject at an international 
congress.

研究分野： カリブ海フランス語文学

キーワード： フランス語圏文学　カリブ海　アメリカス（複数のアメリカ）　エドゥアール・グリッサン
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的な貢献として、文芸誌の調査と分析をとおして、フランス語圏のカリブ海文学は、フランス語やフランス
本土との関係だけでなく、英語圏やスペイン語圏の近隣の諸国との関係において成立していることを提示するこ
とができた。その具体的な成果は『アコマ』研究の日本語論文（オープンアクセス）であり、フランス語でも学
術論文として成果公表する予定である。この間、関連する仕事として単著『エドゥアール・グリッサン』、グリ
ッサン『痕跡』の日本語訳を出版することで社会的な貢献をおこなった。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
  この研究を開始した当初、カリブ海域のフランス語文学研究は作家に特化したもの、あるい
は作家同士の比較が主流を占めており、文学史の展望に立つ研究は少なくなっていた。従来の
文学史は、言語を中心とした一国史的な記述や、文学運動（ネグリチュード、アンティル性、
クレオール性）を区切りとした叙述が主流を占めてきた。 
 
２．研究の目的 
 この研究では、20 世紀カリブ海域のフランス語文学を、個々の作家や共同作業（文学運動）
からなる相互的なネットワークのプロジェクトと捉えるところから、文学史を再考することを
目的とした。そのために本研究が題材としたのが文芸誌である。カリブ海における文芸誌は 20
世紀前半から出版され始めており、なかでも重要なのはエメ・セゼールとシュザンヌ・セゼー
ルが中心となった雑誌『トロピック』（1941-45）である。しかし『トロピック』の以前にも 1930
年代にパリで黒人学生を中心とする雑誌が刊行されており、また『トロピック』以降の重要な
雑誌にはエドゥアール・グリッサンが編集した『アコマ』（1971-73）がある。これらの雑誌の
分析を通じて文学史を再考することがこの研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
 ２つの方法でもって調査と分析をおこなった。資料面の調査は、マルティニック島やフラン
スでおこない、収集に努めた。また世界各地の古書店をつうじて関連する雑誌や、雑誌研究に
寄与する資料を収集した。それとともに、復刻版も刊行されている重要な雑誌である『トロピ
ック』や『アコマ』についてはそれぞれの誌面を読み、分析をおこなった。とくに『アコマ』
については国内外で充分な研究がなされていないこと、また本研究における核心をなす資料体
であることから、この雑誌の研究に注力した。 
 
４．研究成果 
 本研究期間内に発表した主要研究成果は「エドゥアール・グリッサンと『アコマ』」と題した
３つの日本語論文である（雑誌論文①、③、⑥）。この論文において雑誌『アコマ』の全資料の
読解と分析をおこなった。『トロピック』にしても『アコマ』にしても、雑誌がフランスとの関
係のみならず、アメリカ諸地域との関係において成立している点が、カリブ海文学の特徴であ
ることを解明することができた。またこの間にセネガル、マルティニックで開催された国際学
会に参加し、発表をおこなうとともに研究者間のネットワークを構築した（学会発表①、④）。
収集した資料を活かした雑誌研究としてはパリの国際シンポジウム（学会発表⑧）での発表に
おいて公表した。その他、本研究と関連する共同研究（とくに『プレザンス・アフリケーヌ』
研究）との合同の成果を公表するとともに（雑誌論文②、⑤）、図書の刊行を通じて学術研究の
社会的還元に努めた（図書①〜④）。 
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